
船橋に備え置いてください！

R２.３ 作成

の地域的
参考情報

１ 気象・海象の特性
霧：春先から梅雨期にかけて低気圧、前線及び気圧の谷等に伴って発生することが多く、発生時期は大体

日出頃で微風のときに発生することが多い。
風：風向は地形の影響を受けて年間を通じ東風が最も多く、冬期は北西季節風の影響を顕著に受ける。

２ 台風に関する勧告基準

３ 付近海域の特徴

！ 各海域（港）最寄りの海上保安庁の事務所や地方運輸局で配布している走錨
事故防止ガイドラインとともに、船橋に備え置いてください。

◎若松区
・航路はそれぞれ多数の灯浮標で表示されている。航路を外れると急に浅くなるので注意を要する。
・台風時には、小型船やはしけなどが避泊し、密集する。
・第１区～第４区においては、原則として全ての船舶は錨泊が禁止されている。第５，６区におい
ては、300t以上の一般船舶及びすべての危険物積載船舶は港長の許可を受けなければ錨泊しては
ならない。

◎響新港区
・港区内には風波を遮るものはなく、冬期は北西の風の影響を受けやすい。

若松海上保安部 TEL：093-761-4200緊急連絡先


